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通期業績予想数値と実績値との差異及び特別損失の計上に関するお知らせ 
 

 平成 23 年 2 月 25 日に公表した平成 23 年３月期（平成 22 年３月 21 日～平成 23 年３月 20 日）の業績予想におけ
る予想値と比較して、本日公表の決算において下記のとおり大幅な差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．業績予想数値と実績値との差異 

    平成 23 年 3 月期連結業績予想数値と決算における実績値との差異（平成 22年３月 21 日～平成 23 年３月 20 日） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益
１株当たり
連結当期純利益

 
前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

百万円

11,800 
百万円

△660 
百万円 

△520 
百万円

△530 
円 銭 

△29.44 

実 績 値（Ｂ） 12,063 △424 △296 △456 △25.37 

差                額（Ｂ－Ａ） 263 236 224 74 ― 

差 額 率（％） 2.2 ― ― ― ― 

（ご参考） 
前期連結実績（平成 22 年３月期） 

13,357 △289 △269 △168 △9.38 

 
 

２．大幅な差異が生じた理由 

    平成 23 年３月度の受注・売上が計画を上回る結果となったことにより、営業損失および経常損失の赤字幅を軽

減することができました。なお、当期純損失につきましては、訴訟関連損失の計上により前回発表値に対し、僅か

な差異にとどまっております。 

    また、平成 23 年３月期の期末配当金につきましては、赤字幅は軽減されたものの依然として大幅赤字の継続さ

れる厳しい状況であるため平成 23 年 2月 25 日公表のとおり誠に遺憾ではありますが無配とさせていただきます。 

 

３．特別損失の計上 

    現在係争中の訴訟にかかる弁護士報酬等の訴訟費用の発生が見込まれるため、訴訟関連損失 135 百万円を計上い

たしました。 

 

 
以 上 


